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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子産物は、高密度リポタンパク質（HDL）の主要アポリポタンパク質であるアポリポタンパク質A-I（アポA-I）と相互作用する。アポA-Iは一部の体液中に分泌され、in vitroでは細胞をアポA-Iとインキュベートすることでその合成と分泌が促進される。ヒトゲノムには関連する擬似遺伝子が存在する。[RefSeq提供、2008年7月],類似性：YjeF N末端ドメインを1つ含む。,サブユニット：APOA1およびAPOA2と相互作用する。,組織特異性：普遍的に発現し、腎臓、心臓、肝臓で最も高いレベルで発現する。脳脊髄液および尿中には存在するが、健常患者の血清中には存在しない。敗血症患者の血清中には存在する（タンパク質レベル）。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	AIBP抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	AIBP抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	AI-BPポリクローナル抗体を1：2000に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。

